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• 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種にあたり、個人の接種状況を記録するシステムです

• 【接種者情報】と【接種記録情報】により、いつ・どこで・どのワクチンを接種したか記録されます

• 国が提供するクラウドのシステムで、市区町村が接種者情報および接種記録情報を管理します

ワクチン接種記録システム（VRS：Vaccination Record System）とは

VRS

市区町村・医療機関・企業等がタブレットで接種券
（クーポン）を読み取りVRSに接種記録情報を登録

【接種者情報】
・氏名
・生年月日 等

【接種記録情報】
・接種日
・接種回数
・ワクチンメーカー 等

【統計情報】
・接種状況
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市区町村が
接種者情報を登録

官邸掲載接種回数
統計情報ダッシュボード

接種証明書の発行

VRSに登録され
た接種記録を
基に接種証明
書を発行



VRSのメリット
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現状

• 従来の仕組みでは、接種情報をデータ化するまでに2～3か月かかります
（ファイザー社製のコロナワクチンでは3週間、モデルナ社製では4週間、アストラゼネカ社製では4～12週間の間隔で2度の接種が必要です）

• 市区町村ごとに異なる方法で、接種情報を管理しています

• 災害などにより、市区町村で管理しているデータや紙の接種済証が消失するおそれがあります

• VRSに登録された接種記録は市区町村ですぐ確認できるため、ワクチン接種に関する
お問い合わせにスムーズに対応できます

• 全国の市区町村で共通のシステムを利用することや、マイナンバーの活用により、引っ越し先
自治体から接種データの参照が効率的に行えます

• 災害などがあったときも、データはクラウドで保管されているため接種記録は失われません

VRSによって、みなさまの円滑なワクチン接種が可能になります

VRSがあると…



VRS
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接種券番号

【接種者情報】
・氏名
・生年月日
・マイナンバー 等

住民基本台帳

予防接種台帳

接種券番号

【接種者情報】
・氏名
・生年月日
・マイナンバー 等

【接種記録情報】
・接種日
・接種回数
・ワクチンメーカー 等

１）市区町村が接種者情報を登録 ２）接種後に、市区町村・医療機関・企業等が接種券を読み取り

接種券

【統計情報】
年齢・期間・地域別
などの接種状況

VRSでのデータの取り扱いイメージ

３）接種記録の統計情報を確認

・・・・

・・・・

・・・・
・・・・
※市区町村ごとに区切られて保存されており、
個人の記録は、接種券を発行した市区町村が確認できます

A市

B町

C村

接種券番号

【接種記録情報】
・接種日
・接種回数
・ワクチンメーカー 等

【個人の記録】
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統計情報の掲載

•接種数、接種率は首相官邸の新型コロナワクチンサイトに毎日掲載

•前日の集計結果を午後に反映
※首相官邸の総接種回数はVRSからの統計情報のほか、一部（医療従事者等や一部の職域接種）を
V-SYSからの統計情報をもとに算出

•都道府県別の実績（供給量含む）、年齢階級別の実績は毎週月曜日に
更新

毎週月曜日に更新

毎日更新



【読み取り精度の向上】

• １回目、２回目の接種では、タブレットで接種券に印字された
１８桁の数字（OCRライン）を読み取り。

• ３回目の接種では、QRコードを印字して読み取ることとしてお
り、読み取り精度の向上が期待される。

【転居時の対応】

• ＶＲＳには、転居時等にマイナンバーを用いて他自治体に記録
を照会できる機能があるが、マイナンバー法との関係で照会
に当たって本人同意が必要
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